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栄 村 緊 急 震 災 対 策 の 概 要

　○非常参集基準、本部設置基準や職員の役割が
　　 不明確

　○集落における震災への取組、独居高齢者等の
     避難誘導の体制が不十分

　○消防団の指揮命令系統が混乱

　○非常時の情報伝達手段が十分に確保できず

　○避難施設自体が耐震性が低く、設備も不十分

　○緊急時の陸送・空輸体制に懸念

　○飲料水・食料品等の独自の備蓄等が不十分

　○ボランティアの受入れ・組織化など今日的な
     新たな課題が顕在化

　○栄村防災会議の構成を見直し

職員用マニュアル

住民向けマニュアル

　○村における配備活動体制を強化
　　　① 職員の非常参集基準の明確化
　　　② 災害対策本部等の自動設置・本部
　　　　　組織の見直し
　　　③ 職員の初動のための応急マニュアル
　　　　　の作成

栄　　村　　地　　域　　防　　災　　計　　画

　○集落単位の防災体制を構築
　　　① 集落組織の防災組織化
　　　② 消防団の指揮命令系統の確認
　　　③ 集落と消防団･行政との連携強化
　　　④ 住民向けの応急マニュアルの作成

　○通信・連絡体制を強化

　○避難場所を抜本的に見直し・設備整備を
     推進

　○災害弱者対策強化（両隣保安ｻﾎﾟｰﾀｰ新設）

　○緊急輸送対策を強化

　○飲料水・食料品等の備蓄・調達を強化

　○ボランティア・義援物資等の受入れ体制を
　　 強化

　○震災に対応した地震総合防災訓練を新た
　　 に実施

緊急震災対策基本方針顕在化した課題

　○独居高齢者等の避難誘導の体制が不十分
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